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Zoom Up Tome 2025 Special 全国や世界の舞台で活躍した

学生たちの挑戦に迫る

けがを乗り越え
全国の舞台で飛翔

　「混戦だったので、３位には入ったかなと思いました
が、まさか優勝できるとは思いませんでした。全国の舞
台で決勝に進出したのも初めてでしたし、本当にうれ
しいです」と笑顔を見せた。
　日本学生陸上競技対校選手権大会（インカレ）の男子
200㍍の決勝は６月８日、JFE 晴れの国スタジアム（岡
山県岡山市）で開催され、津山町出身の佐々木さんが同
種目で東北地区の選手で初となる優勝に輝いた。
　佐々木さんは、小中学校では野球に打ち込みながら陸
上の大会にも出場。小学６年生と中学１年生の時に県大
会で１位となり、その後も県大会で上位に入賞。本格的
に陸上に挑戦したいと、陸上強豪校である仙台育英学園
高校の門をたたいた。陸上は高校までと決めていたが、
キャプテンとして挑んだ３年のインターハイで決勝に
進出できず「このままでは終われない」と、続けることを

決意。岩手大学に進学するが、昨年はけがが重なり、高校
時代の記録を更新できずに苦しい日々が続いた。そんな
時、高校の恩師から「高校で３年間頑張ったんだから、今
はしっかり休んで、来年からまた３年間必死でやればい
い」と声をかけてもらい、再び前を向いた。
　けがが完治し、厳しい冬の練習を乗り越え、５月に開
催された東北インカレでは、20秒60の東北学生新記録を
たたき出して優勝した。周囲の期待も高まる中で挑ん
だインカレ当日、万全の状態ではなかったが、「ここまで
来たら全力で走るだけ」と迎えた決勝。スタートで遅れ
るも、そこからギアを上げ、持ち前の中盤から終盤のス
ピードの伸びを生かし、ほかの選手を抜いてトップで栄
光のフィニッシュラインを駆け抜けた。
　「これからも練習に励んで、インカレ２連覇を目指し
ます」。さらなる飛躍を夏の空に約束した。

天皇賜盃第94回日本学生
陸上競技対校選手権大会
男子200メートル 優勝

佐々木 清翔
（岩手大２年・津山町元町第一出身）

Seisho Sasaki
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Zoom Up Tome 2025 Special

　７月31日から８月４日まで、J:COMアリーナ下関
（山口県下関市）を会場に開催された全国高等学校卓球
選手権大会（インターハイ）の男子ダブルスで、中田町
出身の阿部さんが３位入賞を成し遂げた。
　阿部さんが卓球と出会ったのは小学１年生の時。兄
が所属していた卓球教室「錦

きん

桜
お う

紅
く

羅
ら

舞
ぶ

」の練習を見に
行ったことがきっかけで、卓球の面白さにのめり込ん
でいった。中学３年生の時に全国大会に出場するも初
戦敗退。悔しい思いを胸に、高校での雪辱を誓って全国
上位レベルの鶴岡東高校に入学した。高校での練習は
中学までと比べ物にならないほど厳しかったが、「全国
制覇したい」と、必死で練習に励んだ。昨年まで、２年連
続で団体とダブルスでインターハイベスト８進出を果
たしたが、表彰台には届かなかった。
　全国３位以上を目標に、限界まで自分を追い込むほ

ど練習して挑んだ今回は、山形県予選で１セットも奪
われることなく優勝。インターハイでも好調を維持し、
相手にリードを許しても強気のプレースタイルを貫い
て勝ち進んだ。ベスト４進出を賭けて挑んだ準々決勝
では、大阪府代表の強豪校と対戦。一進一退の攻防の末
２対２で迎えた最終セット、相手にマッチポイントを
握られて後がなくなるが、仲間と「最後まで諦めずにミ
スを恐れないで攻め切るぞ」と声をかけ合い、４ポイン
ト連取して逆転。激戦を制して表彰台への道を切り開
いた。続く準決勝では、優勝した相手に惜敗したが、「自
分の卓球が全国で通用する」と確信につながった。
　「目標だった３位になれて、指導者や仲間、家族に感
謝しています。全国制覇の夢は大学で達成したいと
思っているので、また気持ちを引き締めて一から頑張
ります」と、次のステージでの活躍を誓った。

第94回全国高等学校
卓球選手権大会
男子ダブルス 第３位

阿部 鴻憲
（鶴岡東高３年・中田町加賀野二出身）

Hironori Abe

新たなステージで
高みへ羽ばたく
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全国高等学校総合体育大会ローイング競技大会

男子ダブルスカル、女子ダブルスカル 出場

後 列 左 か ら、千 葉 健
け ん

心
し ん

（ 佐 沼 高 ３ 年 ）、富 士 原 心
み

優
ひ ろ

（３年）、新井 瞬
しゅん

（３年）、前列左から、髙山 凜
り ん

花
か

（２年）、                 

黒木 にこり（３年）、鈴木 結
ゆ

愛
あ

（２年）

　今までの人生の中で一番楽しい経験でした。全国
の強豪校相手に競るレースができて、自分たちの成
長を感じました。今後も目標に向かって諦めず取り
組む姿勢を大事にしたいです。全国で戦えたのは、家
族や先生、日々一緒に練習してくれたみんなのおか
げです。応援、サポートありがとうございました。

第23回全日本女子軟式野球学生選手権大会中高

生の部、第10回全日本中学女子軟式野球大会 出場

左から、齋藤 かのん（新田中１年）、目黒 心
こ こ

寧
ね

（南方中３

年）、伊藤 未
み

來
ら い

（中田中２年）

　２年前に見た決勝の舞台にもう一度立つために、
大好きな仲間と共に日々練習に励みましたが、結果
はベスト８でした。来年こそは、今年成し遂げられな
かった全国制覇を目指して頑張ります。

第55回全国中学校相撲

選手権大会 出場

　先生や家族の支えが力
になりました。高校では
インターハイに出場し、
県の相撲界を背負って立
つ選手になりたいです。

長江 凌
りょう

（米山中３年）

第36回全国都道府県中

学生 相撲選手権大会　

出場

　大会に向けて、四股と
すり足の動きの練習を工
夫して頑張りました。次
は入賞を目指し、意識し
て練習に取り組みます。

近藤 凛
り

空
く

（南方中１年）

第３回空道ワールドカッ

プ U13女子 優勝

　外国人選手に負けない
ように、大人の選手と練
習をしました。大会では
積極的に攻めて、優勝で
きてうれしかったです。

千葉 莉
り

緒
お

（佐沼中１年）

第３回空道ワールドカッ

プ U13女子 出場

　延長戦まで頑張りまし
たが、体格差で押し切ら
れてしまいました。打撃
などをパワーアップして
来年こそ勝ちたいです。

後藤 花
は な

（中田中１年）

第56回全国中学校柔道

大会 出場

　全国の高いレベルの選
手の迫力と独特な雰囲気
を感じることができまし
た。高校でも柔道を続け、
上位を目指したいです。

加藤 壮
そ う

真
ま

（米山中３年）
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第59回和道会全国空手道競技大会

一般男子団体組手 優勝

左から、千枝 紘
ひいろ

（帝京大３年/ 迫町）、渡邉 翔
しょう

（東京都市大

４年/ 迫町）

　思い切って試合をすることができました。心強い
メンバーと共に優勝という最高の結果をつかみ取る
ことができてうれしいです。自分たちの強みである
「前で勝負する組手」を、これからも貫いていきます。

Zoom Up Tome 2025 Special

第33回全国中学生空手道選手権大会

男子団体組手 出場

左から、安達 斗
と う

我
が

（佐沼中３年）、千葉 陽
よ う

太
た

（中田中３

年）、佐々木 優
ゆ う

羽
は

（３年）、佐藤 煌
こ う

心
し ん

（２年）

　メンバーで話し合いながら練習を頑張りました。
１回戦負けという悔しい結果でしたが、学びや反省
点を見つけることができたので、これから一人一人
が改善し、もっといい成績を残せるよう努力します。

第52回全日本中学校陸

上競技選手権大会 女子

100 ㍍ 出場

　全国のレベルを知るこ
とができていい経験にな
りました。高校でもいい
成績が残せるよう練習を
頑張ります。

 佐藤 未
み

羽
う

（中田中３年）

第52回全日本中学校陸

上競技選手権大会 男子

棒高跳 出場

　風の状況に対応するこ
とができず残念でした。
どんな状況でも順応でき
る技術と体づくりに専念
していきたいです。

小野寺 逞
たくま

（中田中３年）

第52回全日本中学校陸

上競技選手権大会 男子

砲丸投 出場

　メンタルの弱さが出て
しまい悔しかったです。
次はインターハイに出場
して、今度こそ悔いのな
い結果を残したいです。

熊谷 倫
り ん

（南方中３年）

第60回全国高等学校定

時制通信制陸上競技大会 

男子800 ㍍ 出場

　ラストの大会でいい順
位で終わることができて
よかったです。これから
も走ることをやめず、前
に進んで行きたいです。

佐藤 力
ちから

（佐沼高定時４年）

第60回全国高等学校定

時制通信制陸上競技大会 

女子走幅跳 出場

　暑くて大変でしたが、
悔いなく頑張ることがで
きました。今後も、記録を
伸ばせるように努力して
いきたいです。

今野 智
ち

彩
さ

（佐沼高定時２年）

第60回全国高等学校定

時制通信制陸上競技大会 

女子100 ㍍ 出場

　足を上げて走ることを
意識して頑張りました。
とてもいい経験になった
ので、これからも楽しく
走りたいです。

後藤 のあ（佐沼高定時２年）
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エイジェックカップ 第

53回日本リトルシニア

日本選手権大会 出場

　苦しい場面でベストを
出せるかが勝利につなが
ると分かりました。チー
ムの一員として全力で練
習していきたいです。

髙橋 優
ゆ

音
お ん

（南方中１年）

第49回全国高等学校総

合文化祭 美術・工芸部

門 出場

　個性豊かな作品を鑑賞
して制作活動への意欲が
高まりました。多くの作
品と触れ合い、制作の幅
を広げていきたいです。

阿部 真
ま

悠
ゆ

子
こ

（佐沼高３年）

第24回全国小学生ソフ

トテニス大会 男子４年

生以下 出場

　仲間と声を出して頑張
りました。３位トーナメ
ントで負けてしまい悔し
かったですが、次の大会
では優勝を目指します。

及川 快
か い

晴
せ い

（浅水小３年）

第49回全国高等学校囲碁

選手権大会全国大会 出場

　有段者相手に苦しい対
局になりましたが、新た
な戦法を知ることができ
ました。大会で得た力を
生かしていきたいです。

第63回全日本学生アーチェ

リー個人選手権大会 出場

　自分自身の課題がはっ
きり見えたので、次につ
なげていきたいです。挑
戦し続け、再び全国に行
きたいと思います。

第46回全国中学生選抜

将棋選手権大会 女子の

部 出場

　優勝を目指しましたが
ベスト８でした。来年は
最後の大会なので、優勝
して中学卒業までに女流
プロになりたいです。

高橋 桜
さくら

子
こ

（南方中２年）

第45回 全 日 本 バ レ ー

ボール小学生大会 男子 

出場

　決勝トーナメントには
進めませんでしたが、全
国で１勝できて自信にな
りました。来年も全国に
行けるよう頑張ります。

堀内 颯
は や

翔
と

（上沼小５年）

全国高等学校定時制通信

制体育大会第27回バド

ミントン大会 出場

　自分の課題や弱点を見
直すきっかけになった大
会でした。日々努力して、
次の試合は自分から攻め
る試合にしたいです。

名生 陽
ひなた

（飛鳥未来きずな高２年）

第58回全国高等学校アー

チェリー選手権大会 出場

　部員同士で声をかけ合
い、技術やメンタルを高
めました。悔しさの中で
も挑み続けた経験を胸に
成長していきたいです。

登米総合産業高

西條 智
と も

家
い え

（３年）

第72回全国高等学校ビジ

ネス計算競技大会 出場

　予選通過まであと一歩
で、悔しい思いをしまし
た。来年も全国大会の切
符を勝ち取り、いい結果
を残したいです。

登米総合産業高

加藤 悠
ゆ う

真
ま

（２年）

東北学院大

千葉 優
ゆ

花
な

（１年/東和町）

古川高

後藤 弘
こ う

大
だ い

（２年/南方町）
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Zoom Up Tome 2025 Special

第12回東アジア空手道選

手権大会 男子組手 準優勝

　得意な技の精度を上
げ、海外の選手にも通用
するように練習しまし
た。今回の結果に一喜一
憂せず稽古に励みます。

和道会インターナショナル

カップ 一般女子組手 優勝

　今の自分に満足せず、
日々の練習に取り組みた
いです。今後の大会でも、
成長した自分を見てもら
えるように頑張ります。

第59回和道会全国空手

道競技大会 小学生２年

男女組手 準優勝

　空手の間合いを意識し
て練習しました。準優勝
できてうれしかったで
す。来年は優勝できるよ
うに頑張りたいです。

及川 こころ（浅水小２年）

登米総合産業高

藤原 賀
が

空
く

（２年）

第59回和道会全国空手

道競技大会 小学生３年

男女組手 準優勝

　相手の強さに緊張しま
したが、準優勝すること
ができてうれしかったで
す。これから、新しい技に
も挑戦したいです。

境 絃
げ ん

太
た

（石森小３年）

第59回和道会全国空手道

競技大会少年女子組手出場

　いい動きもできました
が、課題もありました。今
後いい成績が残せるよう
に、チームで切磋琢磨し
ながら頑張りたいです。

第59回和道会全国空手

道競技大会 中学生女子

組手 出場

　技を出すタイミングを
中心に練習しました。大
会で、いくつか改善点が
見つかったので、次は勝
てるように頑張ります。

保科 希
の ぞ

咲
み

（中田中１年）

第59回和道会全国空手

道競技大会 小学生４年

男子組手 出場

　もっと勝ちたかったで
すが、いつもどおり動く
ことの難しさに気づきま
した。これからも自分に
厳しく練習を続けます。

石垣 蒼
あ お

翔
と

（石森小４年）

第33回全国中学生空手

道選手権大会 女子個人

組手 出場

　自分のいい所と改善す
べき所が見つかった大会
でした。練習で改善し、次
の全国大会では入賞目指
して頑張ります。

鎌田 璃
り

音
お

（中田中２年）

第25回全日本少年少女

空手道選手権大会 小学

校５年生女子組手 出場

　狙った技が決まったの
でよかったです。試合の
時に緊張しないように、
練習に気持ちを入れて頑
張りたいです。

鎌田 百
ゆ

希
の

（浅水小５年）

第52回全国高等学校空手

道選手権大会男子組手出場

　目標の大会に出場する
ことができて、大変貴重
な経験になりました。今
後も空手で培った経験を
生かしていきたいです。

登米総合産業高

安達 海
か い

葵
き

（３年）

聖和学園高

藤原 心
み ち か

愛（２年/迫町）

早稲田大

武川 裕
ゆ う

奈
な

（２年/迫町）



08

空
気
が
乾
燥
す
る
季
節

火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

11
月
９
日（
土
）か
ら
15
日（
金
）

ま
で
は
、秋
の
全
国
火
災
予
防
運

動
週
間
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
寒
く
な
る
季
節

は
、暖
房
器
具
を
使
う
機
会
が
増

え
、火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。火
災
予
防
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め

の
ポ
イ
ン
ト

▼
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
▼
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や

す
い
物
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
▼
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば

を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

▼
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
適
正
に

設
置
し
ま
し
ょ
う

　

住
宅
火
災
を
い
ち
早
く
発
見
す

る
た
め
に
は
、住
宅
用
火
災
警
報

器
が
非
常
に
有
効
で
す
。警
報
器

は
台
所
、寝
室
、階
段
の
天
井
面
に

取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

【
作
動
確
認
】月
に
１
回
、作
動
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。製
品
に
よ
っ

て
、ボ
タ
ン
を
押
す
も
の
や
、ひ
も

を
引
く
も
の
が
あ
り
ま
す

【
機
器
交
換
】電
池
が
切
れ
る
と
音

や
表
示
灯
で
知
ら
せ
る
製
品
も
あ

り
ま
す
。火
災
警
報
器
の
電
池
の

寿
命
は
約
10
年
で
す
。早
め
に
交

換
し
て
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】消
防
本
部
予
防
課

（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

消
防
団
の
知
識
と
技
術
向
上

登
米
市
消
防
団
演
習

　

消
防
団
の
知
識
と
技
術
の
向
上

を
目
的
に
、「
登
米
市
消
防
団
演

習
」を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、市
内
９
支
団
か
ら
約

５
５
０
人
の
団
員
が
参
加
し
、分

列
行
進
、機
械
器
具
点
検
、小
型
ポ

ン
プ
操
法
な
ど
、規
律
あ
る
消
防

団
員
の
活
動
訓
練
を
披
露
し
ま

す
。ぜ
ひ
、ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】11
月
16
日（
日
）午
前
８
時

30
分
～
正
午

【
場
所
】長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
ト
ヨ
テ

ツ
の
丘
公
園（
長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア

公
園
）、ア
イ
エ
ス
総
合
ボ
ー
ト
ラ

ン
ド（
宮
城
県
長
沼
ボ
ー
ト
場
）

【
問
い
合
わ
せ
】消
防
本
部
警
防
課

（
消
防
団
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１

住
宅
用
火
災
警
報
器
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　

市
消
防
本
部
で
は
、住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
状
況
な
ど
に
つ

い
て
調
査
を
し
て
い
ま
す
。こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、市
内
に
お
け
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況

等
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、今

後
の
普
及
啓
発
活
動
や
広
報
な
ど

に
活
用
す
る
も
の
で
す
。皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
回
答
期
限
】11
月
30
日（
日
）

【
回
答
方
法
】下
記
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、回
答
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】消
防
本
部
予
防
課

（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

住宅用火災
警報器

アンケート
フォーム

偏
見
・
差
別
の
な
い
社
会
へ

人
権
の
つ
ど
い
開
催

　

人
権
意
識
の
高
揚
と
、ハ
ン
セ

ン
病
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
深

め
る
た
め
、人
権
啓
発
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】11
月
29
日（
土
）午
後
２
時

～
３
時
30
分

【
場
所
】中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

【
内
容
】ハ
ン
セ
ン
病
と
人
権
に
関

す
る
講
演
会
、パ
ネ
ル
展
示

【
入
場
料
】無
料

【
定
員
】50
人（
申
込
先
着
順
）

【
申
込
期
限
】11
月
10
日（
月
）

【
申
込
方
法
】左
記
の
参
加
申
込

フ
ォ
ー
ム
、電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

（
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
明
記
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】市
民
生

活
部
市
民
生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８


０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

参加申し込
みフォーム

（登米市人権
のつどい）

昨年度の消防団演習の様子 正しく作動するか、忘れず確認しましょう
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第５次登米市行財政改革大綱（案）への
意見を募集

　市では、令和８年度から令和12 年度までの５年間を計
画期間とする「第５次登米市行財政改革大綱（案）」を策定
するため、意見を募集します。　　

【募集期間】11月11日（火）～12月15日（月）
【公表する資料】第５次登米市行財政改革大綱（案）
【資料の公表場所】まちづくり推進部まちづくり推進課
（市役所迫庁舎２階）、各総合支所、各公民館、ふれあいセ
ンター、市公式ホームページ

【提出方法】▶「第５次登米市行財政改革大綱（案）に対す
る意見」と明記し、郵送、ファクシミリ、電子メールまたは
持参のいずれかの方法で提出ください▶様式は自由で
す▶住所、氏名（団体などの場合は、所在地、名称、代表者
名）、電話番号を必ず記入してください
※電話では受け付けできません

【意見の取り扱い】「個人情報の保護に関する法律」に基づ

き適切に取り扱います。また、個別の回答はしませんが、
意見の概要と意見に対する考え方を取りまとめて、後日、
市公式ホームページで公表します
※詳しくは、市公式ホームページをご覧ください

【提出先・問い合わせ】まちづくり推進部まちづくり推進
課（行政改革推進係）
〒987-0511 迫町佐沼字中江二丁目６番地１
☎0220（22）2147　
0220（22）9164
死machizukuri@city.tome.miyagi.jp

市公式ホームページ
「市民意見公募手続」

　

令
和
７
年
度
宮
城
県
総
合
畜
産

共
進
会（
肉
用
牛
の
部
）が
９
月

５
、６
の
両
日
、み
や
ぎ
総
合
家
畜

市
場（
美
里
町
）で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。登
米
地
区
は
出
品
５
区
す
べ

て
で
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
、総
合

優
勝
と
な
る
団
体
賞
を
６
年
ぶ
り

に
受
賞
す
る
な
ど
、圧
巻
の
成
績

を
収
め
ま
し
た
。こ
れ
は
畜
産
農

家
の
日
々
の
研
鑽さ

ん

の
結
晶
で
あ

り
、２
年
後
に
開
催
さ
れ
る
北
海

道
全
共
へ
向
け
た
大
き
な
弾
み
と

な
る
も
の
で
す
。結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
名
誉
賞
】（
同
時
受
賞
＝
農
林
水

産
大
臣
賞
、
宮
城
県
知
事
賞
）▼
５

区（
父
系
群
）＝
し
げ
た
だ
号
／
佐

藤
記き

一い
ち（

東
和
町
）、ふ
く
ら
い
号

／
佐
藤
浩こ

う

志し

（
米
山
町
）、ふ
く
ひ

ろ
号
／
Ｎ
・
Ｏ
・
Ａ（
中
田
町
）

【
東
北
農
政
局
長
賞
】▼
４
区（
高

等
登
録
群
）＝
ら
む
ね
号
、す
ぷ
ら

い
と
号
／
チ
バ
ズ
フ
ァ
ー
ム（
迫
町
）

【
最
優
秀
賞
】▼
１
区（
若
雌
の
１
）＝

１
席
／
ふ
く
な
お
号
／
伊
藤
功こ

う

一い
ち

（
東
和
町
）、３
席
／
よ
し
さ
ち
号
／

Ｎ
・Ｏ
・Ａ（
中
田
町
）▼
２
区（
若
雌

の
２
）＝
２
席
／
し
げ
た
だ
号
／
佐

藤
記き

一い
ち（

東
和
町
）▼
３
区（
繁
殖

雌
牛
群
）＝
２
席
／
や
す
ゆ
り
の
こ

号
／
カ
ブ
キ
フ
ァ
ー
ム（
豊
里
町
）、

か
つ
ひ
ら
７
号
／
船
島
一か

ず

芳よ
し（

中
田

町
）、し
げ
ひ
ろ
い
と
号
／
Ｎ
・
Ｏ
・
Ａ

（
中
田
町
）▼
４
区（
高
等
登
録
群
）

＝
１
席
／
ら
む
ね
号
、す
ぷ
ら
い
と

号
／
チ
バ
ズ
フ
ァ
ー
ム（
迫
町
）▼
５

区（
父
系
群
）＝
１
席
／
し
げ
た
だ

号
／
佐
藤
記
一（
東
和
町
）、ふ
く
ら

い
号
／
佐
藤
浩
志（
米
山
町
）、ふ
く

ひ
ろ
号
／
Ｎ
・
Ｏ
・
Ａ（
中
田
町
）

【
特
別
賞
】▼
前
躯
賞
＝
し
げ
た
だ

号
／
佐
藤
記
一（
東
和
町
）、ふ
く

ら
い
号
／
佐
藤
浩
志（
米
山
町
）、

ふ
く
ひ
ろ
号
／
Ｎ
・
Ｏ
・
Ａ（
中
田

町
）▼
体
の
深
み
賞
＝
ら
む
ね
号
、

す
ぷ
ら
い
と
号
／
チ
バ
ズ
フ
ァ
ー

ム（
迫
町
）▼
体
上
線
賞
＝
ふ
く
な

お
号
／
伊
藤
功
一（
東
和
町
）

【
団
体
賞
】登
米
地
区

【
問
い
合
わ
せ
】産
業
経
済
部
農
政

課（
畜
産
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

団体優勝を果たした登米地区生産者の皆さん

名誉賞（同時受賞＝農林水産大臣賞、宮城県知事賞）　第５区（父系群）

牛
うし

政
まさ

宗
むね

くん

登
米
地
区
が
団
体
優
勝
に
輝
く

県
総
合
畜
産
共
進
会
（
肉
用
牛
の
部
）



10

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
基
本
方
針

見
直
し
に
伴
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　

市
で
は
、第
二
次
登
米
市
総
合

計
画
の
将
来
像
で
あ
る「
あ
ふ
れ

る
笑
顔 

豊
か
な
自
然 

住
み
た
い

ま
ち 

と
め
」の
実
現
に
向
け
て
、

平
成
28
年
度
に
市
の
魅
力
を
市
内

外
に
効
果
的
に
情
報
発
信
す
る
た

め
の
基
本
方
針
を
定
め
、さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。方
針
の
策
定
か
ら
９
年

が
経
過
し
、見
直
し
の
時
期
を
迎

　

小野寺 智
ち し き

さんが

監査委員に選任

　令和７年第２回定例会９月定期議会

が開かれ、監査委員の選任について同

意されました。

　千葉良
りょう

悦
え つ

さんの後任には、小野寺智

さん（岩手県一関市花泉町）が選任。任

期は令和11年10月13日までです。

え
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
へ
の

意
見
や
、市
の
自
慢
、本
市
を
移
住

先
と
し
て
お
勧
め
で
き
る
か
な
ど

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

【
回
答
方
法
】下
記
二
次
元
コ
ー
ド

先
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
回
答
い
た
だ

く
か
、市
役
所
迫
庁
舎
２
階
ま
ち

づ
く
り
推
進
課（
ふ
る
さ
と
定
住

係
）に
備
え
付
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト

ア ン ケ ー ト
フォーム（シ
ティプロモー
ション基本方
針の見直し）

●
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
へ

▼
散
歩
中
は
必
ず
リ
ー
ド
を
着
け

ま
し
ょ
う
▼
飼
い
犬
の
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
を
必
ず
し
ま
し
ょ

う
▼
住
所
や
飼
い
主
が
変
わ
っ
た

り
、飼
い
犬
が
亡
く
な
っ
た
際
は

総
合
支
所
へ
届
け
出
く
だ
さ
い

●
猫
を
飼
っ
て
い
る
人
へ

▼
屋
内
飼
育
に
努
め
ま
し
ょ
う
▼

繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
不
妊
去

勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
▼
飼
い
主

が
分
か
る
よ
う
に
首
輪
や
迷
子
札

な
ど
を
装
着
し
ま
し
ょ
う

●
共
通
事
項

▼
フ
ン
の
後
始
末
は
、飼
い
主
が

責
任
を
持
っ
て
実
施
し
ま
し
ょ
う

▼
動
物
の
遺
棄
は
犯
罪
で
す
。絶

対
に
や
め
て
く
だ
さ
い

●
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
に
理
解
を

野
良
猫
を
捕
獲
し
、避
妊
去
勢
手

術
を
し
て
、元
の
場
所
に
戻
す
取

り
組
み
で
、野
良
猫
の
増
加
を
防

ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】市
民
生
活
部
環
境

課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

犬
猫
は
適
正
に

飼
育
し
ま
し
ょ
う

守って
　ニャ

愛犬と飼い主が楽しく暮らすための
マナーアップ講座を開催

　ペットとより良い関係を築くための実技指導や、し
つけ方の個別相談などを実施します。　

※上靴を持参してください
【募集人数】▶飼い犬（中型まで）同伴＝各会場７組（１世
帯当たり１組まで。未受講者優先となります）
▶聴講＝各20人まで（申込先着順）

【受講料】無料
【申込方法】電話、ファクシミリまたは電子メール（住所、
氏名、電話番号、会場、人数、犬の名前、改善したい点を明
記してください）

【申込期限】各開催日の３日前
【申し込み・問い合わせ】市民生活部環境課（生活環境係）
☎ 0220（58）5553　 0220（58）3345
死 kankyo@city.tome.miyagi.jp

日時 時間 会場

11月15日（土） 午前９時30分　

～11時30分　

迫 北方公民館

16日（日） 米山 吉田公民館

【講師】

日本警察犬協会 
公認訓練士
松本 章

あきら

さん

がんばる
ワン！

用
紙
に
記
入
の
上
、提
出
く
だ
さ
い

【
回
答
期
限
】11
月
21
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】ま
ち
づ
く
り
推
進
部

ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
ふ
る
さ
と
定

住
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１ シ テ ィ プ ロ

モーションロ
ゴマーク
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環境事業所だより
市民の皆さんへ、環境事業所の仕事について、
シリーズで紹介しています

クリーンセンターで
受け入れできない家電

　クリーンセンターでは、家電リサイクル法の対象

となる家電４品（エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、

洗濯機・衣類乾燥機）の受け入れができません。次の

いずれかの方法で処分してください。

【処分方法】

➊買い替えや過去に購入した販売店が分かる場合

は、販売店へ引き取りを依頼してください

➋指定引取場所へ直接搬入する場合は、郵便局で家

vol .14

電リサイクル券を購入の上、搬入してください

※家電メーカーによってリサイクル料金が異なりま

す。家電リサイクル券センターのホームページなど

で料金を確認してから券を購入してください

【市内指定引取場所】高田商店佐沼工場

☎0220（22）3642

【問い合わせ】環境事業所廃棄物対策課（廃棄物対策

係）☎0225（98）4372

家電リサイクル
券センターホー
ムページ

市 公 式 ホ ー ム
ページ「家電リ
サイクル」

日
常
の
便
利
な
移
動
手
段
に

住
民
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

　

市
内
の
拠
点
を
結
ぶ
市
民
バ
ス

の
ほ
か
、町
域
内
の
移
動
に
便
利

な
次
の
公
共
交
通
を
運
行
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

●
住
民
バ
ス

小
学
校
の
登
下
校
以
外
の
時
間
帯

に
、ス
ク
ー
ル
バ
ス（
豊
里
町
は
患

者
輸
送
バ
ス
）を
活
用
し
、市
民
バ

ス
が
走
っ
て
い
な
い
地
区
の
輸
送

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
未
導
入
の
地
区
で

運
行
し
て
い
ま
す
。年
齢
を
問
わ

ず
、ど
な
た
で
も
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
運
賃
】無
料

※
運
行
時
間
や
運
行
経
路
な
ど
、

詳
し
く
は
各
総
合
支
所（
豊
里
町

は
豊
里
病
院
）ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

徒
の
下
校
や
習
い
事
の
送
迎
に
も

活
用
で
き
ま
す
。

【
利
用
登
録
で
き
る
人
】実
施
地
区

内
に
お
住
ま
い
の
人

【
運
賃
】▼
大
人
３
０
０
円
か
ら
▼

子
ど
も
１
０
０
円
か
ら

※
未
登
録
者
は
倍
額

※
利
用
方
法
や
運
行
日
時
、登
録

施
設
等
に
つ
い
て
は
、実
施
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

【住民バス運行地区・問い合わせ】

地区 問い合わせ 電話番号

迫 総合支所市民課 0220（22）2213

登米 総合支所市民課 0220（52）2111

中田 総合支所市民課 0220（34）2312

豊里 豊里病院事務局 0225（76）2023

米山 総合支所市民課 0220（55）2111

石越 総合支所市民課 0228（34）2111

南方 総合支所市民課 0220（58）2112

津山 総合支所市民課 0225（68）3111

【デマンド型乗合タクシー実施地区・問い合わせ】

地区 問い合わせ 電話番号

迫町
森地区

森地区コミュニティ推進協
議会（森公民館）

0220（22）8387

東和町
米谷地区

米谷地域づくり推進協議会
（米谷公民館）

0220（53）2006

東和町
米川地区

米川地域振興会（米川公民
館）

0220（53）4155

東和町
錦織地区

錦織地域振興会（錦織公民
館）

0220（53）3003

中田町
浅水地区

浅水コミュニティ運営協議
会（浅水ふれあいセンター）

0220（34）2008

市公式ホーム
ぺージ（住民
バス）

市公式ホーム
ページ（デマ
ンド型乗合タ
クシー）

●
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

自
宅
と
目
的
地
の
間
を
タ
ク
シ
ー

で
送
迎
す
る
公
共
交
通
で
、現
在
、

市
内
５
つ
の
地
区
で
運
行
し
て
い

ま
す
。事
前
予
約
が
必
要
で
、同
じ

時
間
に
複
数
の
予
約
が
あ
る
場
合

は
乗
り
合
わ
せ
て
移
動
し
ま
す
。

買
い
物
や
通
院
の
ほ
か
、児
童
・
生

▲デマンド型乗合タクシー

▼住民バス
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輝く歌声に心乗せて
ドリーム☆キッズが熱演

ステージいっぱいに生き生きと歌い、踊り、全力で役を演じた子
どもたちに、客席からは惜しみない拍手が送られました。

　劇団ドリーム☆キッズ第23回ミュージカル公演「誕
生祭～お月さまがくれたキセキ～」は９月13、14 の両
日、水の里ホール・Abebisou（登米祝祭劇場）で開催さ
れ、２日間で延べ709人が来場しました。
　公演には、小中高生ら団員23人に、準キャスト・卒団
生を加えた総勢31人が出演。物語の中では、主人公の少
女が大切な思い出を胸に前に進む姿が描かれました。
主役の佐藤七

なな

海
み

さん＝米山町中埣＝は「高３の節目の
年。皆さんに笑顔を届けたい一心でがんばりました。公
演後に、多くの人からうれしい言葉をいただき、努力し
てきてよかったと思えました」と感想を話しました。

バスと新幹線に興奮

園児が市民バスで遠足へ

初めての市民バスに最初は緊張する子もいましたが、帰ってく
る頃には「ただいま！」と、大興奮の様子でした。

　新田幼稚園の園児19人が９月19日、ミヤコーバス佐
沼営業所の協力の下、通常運行の市民バスを利用して
くりこま高原駅へ遠足に出かけました。
　今回の園外保育は、市民バスや駅の利用方法を実際
に体験しながら遠足を楽しむことを目的に実施。園児
たちは、新田幼稚園前バス停から先生の誘導でスムー
ズに乗車し、駅では１人ずつ切符を購入して改札を通
る体験をしました。年長の伊藤芽

め

依
い

さんは「新幹線が目
の前をビューンと通っていったのがすごかった。楽し
かったので、またバスで出かけてみたいです」と笑顔で
話していました。

貴重な土木施設学ぶ
児童らが北上川で川下り

児童たちは、脇谷閘門の水位調整の様子を船に乗った状態で体
験。北上川や同施設の歴史などについて学びました。

　津山小学校の４年生11人が９月10日、北上川で川下
りを体験しました。
　川下りは、とよま北上川カッパの会の協力の下、登米
大橋付近の船着場から出発し、津山町と石巻市の境に
ある脇谷閘門までのコースで実施しました。脇谷閘門
は、北上川と旧北上川の水位差を越えて船が航行でき
るようにするため、大正時代に建設。土木学会選奨土木
遺産に認定されている貴重な土木施設です。参加した
佐々木志

し

歩
ほ

さんは「初めて船に乗ったけど波がきれい
でした。約100年も前に水位を調整する水門を作った人
たちはすごいと思いました」と感想を話していました。
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家族の笑顔が集まる
登米市こどもまつり開催

絵本の読み聞かせコーナーでは、物語の世界に入り込み、真剣な
顔や笑った顔、さまざまな表情の子どもたちが見られました。

　「第14 回登米市こどもまつり」が９月28 日、水の里ホ
ール・Abebisou（登米祝祭劇場）で開催され、約1,100 人
が来場しました。
　会場内では、マジックショーや遊びのコーナーのほ
か、「にじ」「世界中のこどもたちが」の作詞者である新
沢としひこ氏をはじめとする３組による「親子ふれあ
いコンサート」など多数のイベントが催され、家族連れ
でにぎわいました。親子で来場した阿部愛

る

那
な

さん（８）
＝豊里町下町＝は「小学校でもらったチラシを見て、初
めて来ました。救急車に乗る体験と、ふれあいコンサー
トで一緒に歌ったのが楽しかったです」と話しました。

地域で育む防災の力
市民参加の総合防災訓練

避難所開設訓練では、地区住民が避難した想定で、簡易テントと
エアーベッドを参加者同士で協力しながら設置しました。

　風水害を想定した「登米市総合防災訓練」が９月20
日、石越体育センターと石越公民館を会場に開催され、
関係団体および市民約250人が参加しました。
　訓練は、地域の防災を担う自主防災組織の防災力向
上と、市民の防災への関心を高め、被害を最小化するこ
とを目的に開催。会場では、応急救護、避難所開設など
の訓練が実施され、参加者は真剣に取り組んでいまし
た。宍戸秀

ひで

憲
の り

さん＝石越町駅前＝は「応急救護訓練で
は、けが人を想定して、家庭にあるものを利用した応急
救護を学びました。今度、地区の集まりがあった際に、
みんなにも伝えたいと思います」と話していました。

農村地域の生活体験
中学生がファームステイ

池田和
か ず

子
こ

さん＝石越町第九＝宅の畑で作業する生徒。鍬
く わ

で畝
う ね

を
作ってホウレンソウとミズナの種を植えました。

　聖ウルスラ学院英智小・中学校の中学２年生67人が
９月25、26の両日、市内14世帯の農家などに宿泊し、フ
ァームステイを体験しました。
　ファームステイは、農家の暮らしや農作業について
学ぶことを目的に開催され、市グリーン・ツーリズム推
進協議会の会員宅で実施。生徒は、野菜の種まきや収穫
などの農作業をしたり、はっと汁を作ったりして交流
を深めました。体験した菊池咲

さき

羽
は

さんは「農作業は見た
目以上に難しかったですが、貴重な経験ができて楽し
かったです。はっと汁がおいしかったので、帰ったら家
族と一緒に作ってみたいです」と笑顔を見せました。



14

市民の広場

迫町・永田／1959（昭34）年３月入籍

富士原 輝
て る

雄
お

 さん（89）

　　　 のり子
こ

 さん（87）

★知り合ったきっかけ、これまでのお仕事は

【輝雄】お見合いだね。結婚をきっかけに、妻の
おじさんの左官屋で働くようになったんだ。

【のり子】私は家の農業を継いで、米とかセリな
んかを作っていたよ。

★結婚当時の思い出は

【輝雄】２人で神奈川や富山を旅行したね。黒部
ダムの景色が忘れられないなあ。

【のり子】旅行以外にも、この人が仕事先で桜や
ツツジが綺麗な景色を見つけると、一緒に見よ
うと連れて行ってくれたんだよ。

★現在の楽しみは

【輝雄】定年してから、妻に聞きながら自分でも
野菜を作るようになったんだ。できた野菜をひ
孫に送ってやると「ぴぃじいちゃんのジャガイ
モ、おいしかったよ」って喜んでくれるんだよ。

【のり子】週に３回、ゲートボールの集まりに２
人で顔を出していて、みんなに会いに行くのも
生きがいだね。心も体も元気になって楽しいよ。

笑顔あふれ、心温まる日々

よりそい半世紀

市民リレーエッセイ

米山町・的場

栁渕 泰
や す

孝
た か

 さん

次号は、大友 久
く

仁
に

恵
え

さん＝迫町仮屋＝へバトンをつなぎます

「未来へつなげる農業」

　私は生まれも育ちも純度100％の登米っ子！父の代か
ら営んでいるいちご農家の2 代目になります。
　そんな私は、家業のイチゴ農家の他にも登米市４Hク
ラブという活動もしています。４Hクラブは市内の20 ～
30代の若手農業関係者が中心となって、農業経営の課題
解決の方法や、より良い技術の検討などをしています。 
　活動の中で感じたことは「人は、１人では生きていくこ
とはできない」「新しいことに踏み出す勇気が大切」とい
うことです。支え合い、共に成長する。そして、諦めず、時
には周囲とのつながりを頼りに、一歩踏み出す勇気を持
つ。支え合いながら、困難を乗り越える。人と人とのつな
がりは、挑戦を支え、未来を切り開く原動力となります！
　我々農家の熱意と地域を愛する人々との連携が生み出
す農産物。それは、単なる食料ではなく未来への希望その
ものだと私は思います。伝統を守りながら新しい技術を
取り入れ、未来へつなげる農業に取り組み、素晴らしく誇
れるまち、登米市を盛り上げていけるよう頑張ります！
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2025年2月26日生まれ

米山町・粟ヶ崎

麗央さんの長女

どこでも誰にでもニコ
ちゃんマークのような
笑顔を見せてくれます。
初孫にジジババはメロ
メロ♡

木村 來
ら

煌
き

 ちゃん（7カ月）

2024年7月11日生まれ

中田町・冠木

一真さんの三女

いつも周りを笑顔にし
てくれてありがとう。
これからもお姉ちゃん
たちと仲良く元気に
育ってね。

小野寺 莉
り

都
と

 ちゃん（1歳）

2024年9月4日生まれ

石越町・渋川

伸さんの長男

毎日元気いっぱいで、
好奇心旺盛です！
これからもお姉ちゃん
と仲良く過ごしてね。

菅原 拓
た く

 くん（1歳）

2024年9月30日生まれ

迫町・西舘

和磨さんの次女

えくぼがかわいいわが
家のおてんば娘。その
笑顔に毎日癒やされま
す。これからの成長も、
楽しみにしているよ！

星 陽
ひ

和
な

 ちゃん（1歳）

わが家のアイドル

笑顔を届ける運転士に

　ぼくの夢は、電車の運転士になることです。４
歳の頃に初めて電車に乗り、そのときの感動が
今でも心に残っています。大きな車体が線路の
上を力強く走り、窓の外の景色が山や田んぼか
ら街に変わっていく様子に胸が高鳴りました。
運転席に座る運転士がとてもかっこよくて、「ぼ
くも運転士になりたい」と思いました。
　４歳の頃から新幹線の速さや駅名を調べ始
め、９歳のときに初めて新幹線に乗りました。そ
れから運転士になるために必要な知識や技術に
ついて調べました。電車の運転士は、乗っている
お客さんを安全に目的地へ運ぶ大切な仕事で
す。そのために勉強をしっかりと頑張り、集中力
や責任感を身に付けていきたいです。
　いつの日か、自分の運転する電車で安心して
旅を楽しんでもらい、たくさんの人を笑顔にす
る運転士になりたいです。そして、小さい子ども
たちが電車に乗って「すごい！」と感じ、ぼくの
ように夢を持ってくれたらうれしいです。

北方小５年／迫町・山の内

わたしが描く夢

遠藤 隼
は や

人
と

 さん
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■
11
月
は
「
高
齢
者
虐
待
防
止
推

進
月
間
」
で
す

　

高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に

は
、周
囲
の
人
が
本
人
や
家
族
へ
声

を
か
け
、孤
立
し
な
い
よ
う
見
守
る

こ
と
が
大
切
で
す
。家
庭
内
で
起
こ

る
虐
待
は
表
面
化
し
に
く
く
、周

囲
の
人
が「
虐
待
か
も
し
れ
な
い
」

と
感
じ
た
ら
、ま
ず
は
相
談
く
だ
さ

い
。相
談・
通
報
は
本
人
や
家
族
の

同
意
が
な
く
て
も
可
能
で
、通
報

者
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。１
人
で
悩
ま
ず
、地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
応

援
者
で
あ
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、地
域

で
活
動
で
き
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養

日 休日急患当番医 歯科休日当番医

２㊐
八嶋中央診療所（石越町）

☎ 0228（34）2013

ゆうじろう歯科クリニック

（中田町）☎ 0220（23）8785

３㊊
（祝）

遊佐内科胃腸科医院（迫町）

☎ 0220（22）2177

高橋歯科クリニック（迫町）

☎ 0220（22）7411

９㊐
おおたおおたにクリニック

（中田町）☎ 0220（35）1161

高橋歯科医院（登米町）

☎ 0220（52）3210

16㊐
豊里病院（豊里町）

☎ 0225（76）2023

豊里病院歯科（豊里町）

☎ 0225（76）2023

23㊐
（祝）

佐藤内科医院（迫町）

☎ 0220（22）2160

フジ歯科クリニック（迫町）

☎ 0220（22）7751

24㊊
（振替）

おおともクリニック（津山町）

☎ 0225（68）3210

ちば歯科クリニック（迫町）

☎ 0220（22）6007

30 ㊐
佐藤医院（豊里町）

☎ 0225（76）3420

津山歯科診療所（津山町）

☎ 0225（68）3244

◉診療時間　9：00～12：00、13：30～17：00

【休日急患当番医】

◉第２次診療　登米市民病院　 ☎ 0220（22）5511

【問い合わせ】登米市医師会　☎ 0220（22）2084

※月～金曜日（休日を除く）

【歯科休日当番医】

【問い合わせ】市民生活部健康推進課（保健推進係）　☎ 0220（58）2116

※当番医は、変更する場合があります。各医療機関に確認の上、受診ください

石巻市夜間急患センター

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで

診療時間など、詳しくは問い合わせください

【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）☎ 0225（94）5111

 健 
　 康

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、

携帯電話から）
　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電

話から）
◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

こども夜間安心コール

　自殺予防

仙台いのちの電話

誰にも言えない気持ち

聞かせてください。

☎ 022（718）4343

　ひきこもり

ひとりで悩まないで
宮城県ひきこもり地域支援センター

☎ 0229（23）0024

11月の休日当番医11月のこころの相談

日 場所・受付時間・担当

10

㊊

 豊里総合支所
 13：30～15：30
 精神保健福祉士・学校心理
 士

17

㊊

 中田保健福祉会館 
 13：30～15：30
 臨床心理士・公認心理師

25

㊋

 米山総合支所仮庁舎
 ９：30～11：30
 臨床心理士・公認心理師

医師・臨床心理士などが相談に応じ

ます。安心してご相談いただくため、

完全予約制です。相談日前日（土日、

祝日を除く）まで、下記の総合支所ま

で申し込みください。

◉迫町域にお住まいの人

　迫総合支所　☎ 0220（22）5554

◉中田・石越町域にお住まいの人

　中田総合支所　☎ 0220（34）2314

◉東和・登米町域にお住まいの人

　東和総合支所　☎ 0220（53）4113

◉米山・南方町域にお住まいの人

　米山総合支所　☎ 0220（55）2112

◉豊里・津山町域にお住まいの人

　豊里総合支所　☎ 0225（76）4113

登米市民病院小児科救急診療

  ◉日曜日：受付時間9:00～16:30

  ◉夜間：小児（６歳以上）の診察を希望

　する場合はご連絡ください

  【問い合わせ】登米市民病院

  ☎ 0220（22）5511

地域包括支援センター 電話番号

迫地域 0220（22）1152

中田・石越地域 0220（34）7611

石越分室 0228（34）4151

東和・登米地域 0220（53）4811

登米分室 0220（52）5090

米山・南方地域 0220（29）5821

南方分室 0220（58）4311

津山・豊里地域 0225（68）3780

豊里分室 0225（76）4811

■高齢者の相談窓口

　
11月の献血日程

【問い合わせ】

市民生活部健康推進課

（保健推進係）

☎ 0220（58）2116

※日程は変更になる場合が
あります。最新の日程につ
いては、市公式ホームペー
ジをご覧いただくか、下記
まで問い合わせください。

１日（土）、29日（土）

イオンタウン佐沼

10：00～11：45

13：00～16：00

高
齢
者
の
相
談
窓
口

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】11
月
５
日（
水
）午
後
１
時

30
分
～
４
時

【
場
所
】市
役
所
南
方
庁
舎
２
階
大

会
議
室

【
対
象
者
】認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
修
了
者

【
募
集
人
数
】25
人（
申
込
先
着
順
）

【
申
込
期
限
】10
月
30
日（
木
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】福
祉

事
務
所
長
寿
介
護
課（
地
域
包
括

支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
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事
務
所
生
活
福
祉
課（
障
が
い
福

祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

【
日
程
・
場
所
】▼
10
月
15
日（
水
）

～
29
日（
水
）／
市
役
所
南
方
庁
舎 

▼
10
月
30
日（
木
）～
11
月
13
日

（
木
）／
市
役
所
迫
庁
舎
▼
11
月
14

日（
金
）～
28
日（
金
）／
イ
オ
ン
タ

ウ
ン
佐
沼（
人
権
作
文
・
ポ
ス
タ
ー

な
ど
を
併
せ
て
展
示
）

【
問
い
合
わ
せ
】市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
保
健
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

●
子
育
て
支
援
講
座

【
日
時
】11
月
５
日（
水
）午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

【
場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

豊
里
こ
ど
も
園

☎
０
２
２
５（
２
５
）７
５
４
５

●
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン

【
日
時
】11
月
11
日（
火
）午
前
10
時

～
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

【
場
所
】中
田
児
童
館

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】南
方

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

●
よ
り
そ
い
・
ほ
っ
と
相
談

【
日
時
】11
月
18
日（
火
）午
前
10
時

～
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

【
場
所
】南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

●
プ
レ
パ
パ
・
パ
パ
サ
ロ
ン

【
内
容
】産
前
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
、

妊
娠
・
出
産
に
よ
る
体
調
や
気
持

ち
の
変
化
に
つ
い
て
、着
替
え
や

お
む
つ
交
換
な
ど

【
日
時
】11
月
26
日（
水
）午
前
10
時

～
11
時
45
分（
要
電
話
予
約
）

【
場
所
】迫
児
童
館

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

●
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
梅
毒
抗

体
検
査
、肝
炎（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
）ウ
イ

ル
ス
検
査
、骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録

【
日
時
】11
月
12
日（
水
）、26
日

（
水
）／
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
申
込
期
限
】実
施
日
の
２
日
前

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】石
巻

保
健
所
登
米
支
所（
疾
病
対
策
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
９

●
ア
ル
コ
ー
ル
等
依
存
症
家
族
教

室
・
個
別
相
談

【
日
時
】11
月
５
日（
水
）家
族
教
室

＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
、個
別

相
談
＝
午
後
３
時
～
４
時
30
分

【
申
込
期
限
】10
月
29
日（
水
）

●
女
性
の
た
め
の
出
張
相
談

【
日
時
】11
月
19
日（
水
）午
前
10
時

30
分
～
午
後
４
時（
１
人
約
50
分
）

【
申
込
期
限
】11
月
18
日（
火
）午
後

　

主
に
が
ん
治
療
等
に
伴
う
外
見

の
変
化
に
よ
る
苦
痛
を
軽
減
し
、

自
分
ら
し
い
日
常
生
活
を
送
る
た

め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。外
来

は
予
約
制
で
、相
談
は
無
料
で
す
。

【
対
象
者
】市
民
病
院
に
通
院・
入

院
中
の
人
、ま
た
は
他
院
で
治
療
中

の
市
民（
が
ん
患
者
ま
た
は
家
族
）

【
場
所
】市
民
病
院
地
域
医
療
連
携

セ
ン
タ
ー
２
階
が
ん
相
談
支
援
室

【
開
設
日
】市
民
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】市
民

病
院
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
外
来

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１

　

障
が
い
者
本
人
の「
よ
り
健
康

的
に
変
わ
り
た
い
」と
い
う
思
い
を

呼
び
起
こ
す
接
し
方
を
学
び
ま
す
。

【
対
象
者
】障
が
い
、ま
た
は
病
気

が
あ
る
人
の
家
族

【
日
時
】11
月
17
日（
月
）午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

【
場
所
】市
役
所
南
方
庁
舎
２
階
大

会
議
室

【
内
容
】講
話「
家
族
と
し
て
大
切

な
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」

【
申
込
期
限
】11
月
６
日（
木
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】福
祉

登
米
市
民
病
院

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
外
来

３
時

●
共
通
事
項

【
場
所
】石
巻
保
健
所
登
米
支
所

【
相
談
料
】無
料（
要
電
話
予
約
）

※
い
ず
れ
も
託
児
不
可

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】石
巻

保
健
所
登
米
支
所（
母
子・障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を
応
援

講
座
や
サ
ロ
ン

よ
り
健
康
的
な
方
向
へ

障
が
い
者
家
族
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ン
セ
ン
病
・
東
北
新
生
園

に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
示

ぼくわたしむし歯ないんだよ ３歳６カ月健診でむし歯のなかったこどもたち

（９月応募受付分）

伊藤 結
ゆ

愛
あ

ちゃん

（迫町錦西）

細川 葵
あ お

生
い

くん

（米山町中埣）

五十嵐 遼
りょう

くん

（中田町駒牽）

岩井 月
る

華
か

ちゃん

（迫町大網南）

阿部 心
み

咲
さ き

ちゃん

（南方町峯）

及川 泰
た い

雅
が

くん

（中田町舘）

及川 日
ひ

詩
な た

ちゃん

（迫町江合）

伊藤 椿
つばき

ちゃん

（南方町梶沼）

菊地 俐
り

玖
く

くん

（中田町加賀野一）

田中 凌
り

翔
と

くん

（迫町坂戸）

佐藤 風
ふ う

花
か

ちゃん

（南方町新高石）

佐藤 凛
り ん

ちゃん

（中田町新町）

千葉 琴
こ と

心
み

ちゃん

（迫町西表）

佐藤 優
ゆ う

成
せ い

くん

（南方町新高石）

阿部 流
りゅう

星
せ い

くん

（米山町六軒屋敷）

冨士原 えまちゃん

（迫町駅前）

門馬 充
み つ

希
き

ちゃん

（南方町北本郷）

星 うたちゃん

（米山町追土地）

保
健
所
の

各
種
相
談
事
業
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【
場
所
】水
の
里
ホ
ー
ル・Abebisou

（
登
米
祝
祭
劇
場
）小
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】無
料

※
団
体
で「
お
は
な
し
会
」に
参
加

す
る
場
合
は
予
約
が
必
要
で
す

※
最
終
日
の
午
後
２
時
15
分
か
ら

お
楽
し
み
抽
選
会
を
開
催
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】迫
図
書
館 

白
鳥

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
爽
陽

☎
０
２
２
０（
２
２
）９
８
２
０

　

植
物
を
基
に
し
た
家
紋
と
、縁

起
物
と
さ
れ
る
植
物
が
描
か
れ
た

工
芸
品
・
絵
画
を
展
示
し
ま
す
。

【
期
間
】11
月
21
日（
金
）～
令
和
８

年
３
月
１
日（
日
）

※
１
月
13
日（
火
）、14
日（
水
）は

展
示
替
え
の
た
め
閉
室
し
ま
す

【
場
所
】登
米
懐
古
館
企
画
展
示
室

【
入
館
料
】大
人
４
０
０
円
、高
校
生

３
０
０
円
、小・中
学
生
２
０
０
円

　

仙
台
藩
の
火
縄
銃「
仙
台
筒
」や

登
米
の
火
縄
銃
を
展
示
し
ま
す
。

【
期
間
】11
月
１
日（
土
）～
令
和
８

年
２
月
15
日（
日
）

※
12
月
９
日（
火
）～
28
日（
日
）は

燻
蒸
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す

【
場
所
】歴
史
博
物
館
企
画
展
示
室

【
入
館
料
】無
料

【
問
い
合
わ
せ
】歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

　

伊
豆
沼
・
内
沼
の
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
湿
地
登
録
40
周
年
を
記
念
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】11
月
１
日（
土
）午
前
10
時

～
午
後
３
時

【
内
容
】伊
豆
沼
・
内
沼
の
自
然
や

生
き
物
と
親
し
む
自
然
観
察
会
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、物
販
な
ど

【
場
所
】宮
城
県
伊
豆
沼
・
内
沼
サ

ン
ク
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】市
民
生
活
部
環
境

課（
環
境
政
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

　
「
ラ
ッ
テ
と
ふ
し
ぎ
な
た
ね
」

（
庄
野
ナ
ホ
コ
／
作
）、「
恐
竜
ト
リ

ケ
ラ
ト
プ
ス
と
か
い
ぶ
つ
き
ょ
う

り
ゅ
う
」（
黒
川
み
つ
ひ
ろ
／
作
・

絵
）の
原
画
を
展
示
し
ま
す
。昨
年

出
版
さ
れ
た
子
ど
も
の
本
の
展
示

や
、お
は
な
し
会
も
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】11
月
12
日（
水
）～
15
日

（
土
）午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
初
日
は
午
前
10
時
30
分
開
場
、

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】登
米
懐
古
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
７
８

　

住
民
税
な
ど
の
申
告
相
談
業
務

に
従
事
す
る
任
期
付
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

【
採
用
予
定
人
員
】10
人
程
度

【
任
期
】令
和
８
年
１
月
５
日（
月
）

～
３
月
31
日（
火
）

【
受
験
資
格
】高
等
学
校
卒
業
お
よ

び
同
等
以
上
の
経
験
を
持
つ
と
認

め
ら
れ
、確
定
申
告
相
談
な
ど
の
業

務
経
験
が
通
算
２
年
以
上
あ
る
人

【
申
込
期
限
】10
月
31
日（
金
）（
郵

送
の
場
合
は
必
着
）

【
試
験
日
程
】▼
１
次
試
験
＝
書
類

審
査
▼
２
次
試
験
＝
面
接
試
験

（
11
月
実
施
）

「
み
ら
い
へ
つ
な
ぐ

い
き
も
の
フ
ェ
ス
タ
」
開
催

▲

迫総合支所☎ 0220（22）2111

▲

登米総合支所☎ 0220（52）5051

▲

東和総合支所☎ 0220（53）4111

▲

中田総合支所☎ 0220（34）2311

▲

豊里総合支所　☎ 0225（76）4111

▲

米山総合支所☎ 0220（55）2111

▲

石越総合支所☎ 0228（34）2111

▲

南方総合支所☎ 0220（58）2111

▲

津山総合支所☎ 0225（68）3111

情 報
広 場

Information

夜間納税相談窓口

【日時】11月27日（木）
　　   12月18日（木）
　　　午後７時まで

【場所】総務部税務課
　　  （迫庁舎１階）

【問い合わせ】
総務部税務課（徴収対策係）
☎ 0220（22）2169

（11月・12月分）

マイナンバーカード

申請サポート

マイナンバーカードの申請を

検討している人は、ぜひ、ご利

用ください。予約不要です。

【場所・日時】

➊市役所南方庁舎２階

　11 月５日（水）、19日（水）

　午前９時30分～午後４時

➋市役所迫庁舎３階

　11 月12日（水）

　午前９時30分～正午

➌市役所中田庁舎１階

　11 月26日（水）

　午前９時30分～正午

【問い合わせ】市民生活部市民

生活課（戸籍係）

☎0220（58）2118

催
　
　
し

募
　
　
集

絵
本
の
世
界
を
楽
し
め
る

第
23
回
登
米
市
絵
本
原
画
展

歴
史
博
物
館
企
画
展

「
火
縄
銃
の
魅
力
」

税
務
申
告
相
談
の

任
期
付
職
員
を
募
集

懐
古
館
企
画
展「
日
本
の
植

物
美
と
吉
祥
の
か
た
ち
」
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【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】総
務

部
人
事
課（
人
事
研
修
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
５

　

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
を

応
援
す
る
た
め
、は
っ
と
汁
づ
く
り

や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
仲
を

深
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】12
月
20
日（
土
）午
前
10
時

30
分
～
午
後
４
時

【
場
所
】長
沼
ボ
ー
ト
場
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス

【
参
加
資
格
】25
歳
～
45
歳
の
独
身

男
女（
令
和
８
年
３
月
31
日
時
点
）

※
男
性
は
市
内
在
住
者
に
限
る
、

女
性
は
居
住
地
制
限
な
し

※
事
前
セ
ミ
ナ
ー
参
加
必
須　

情
　
報
　
広
　
場

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

【
定
員
】男
女
各
20
人
程
度（
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
参
加
費
】１
人
３
５
０
０
円（
当

日
の
飲
食
代
、体
験
料
を
含
む
）

【
申
込
締
切
】11
月
30
日（
日
）

【
申
込
方
法
】「
リ
ビ
ン
グ
仙
台 

W
eb

」か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い

【
事
前
セ
ミ
ナ
ー
】▼
女
性
＝
12
月

13
日（
土
）午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）▼
男
性

＝
12
月
20
日（
土
）午
前
９
時
15
分

～
10
時
15
分（
イ
ベ
ン
ト
当
日
に

同
会
場
で
実
施
）

【
問
い
合
わ
せ
】ま
ち
づ
く
り
推
進
部

市
民
協
働
課（
地
域
交
通・交
流
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

■
経
理
基
礎
科（
第
２
回
）

【
訓
練
内
容
】簿
記
会
計
知
識
の
習

得
と
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
基
礎

的
な
事
務
処
理
技
能
の
習
得

【
対
象
者
】再
就
職
を
希
望
す
る
離

転
職
者

【
募
集
人
数
】15
人

【
訓
練
期
間
】12
月
４
日（
木
）～
令

和
８
年
３
月
３
日（
火
）

【
場
所
】J
M
T
C
佐
沼
教
室（
迫

町
佐
沼
字
中
江
１
丁
目
9
―
1
）

【
費
用
】テ
キ
ス
ト
代
な
ど
約

１
万
３
千
円（
受
講
料
無
料
）

【
申
込
方
法
】ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相

談
の
上
、入
学
願
書
を
提
出

【
申
込
期
限
】11
月
14
日（
金
）

【
面
接
選
考
】11
月
21
日（
金
）

【
選
考
場
所
】県
登
米
合
同
庁
舎

【
問
い
合
わ
せ
】石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
意
識
向
上

に
有
効
な
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

【
日
時
】11
月
９
日（
日
）午
後
１
時

30
分

【
場
所
】迫
公
民
館
２
階
大
会
議
室

【
講
師
】宮
城
県
環
境
教
育
リ
ー

▲

迫総合支所☎ 0220（22）2111

▲

登米総合支所☎ 0220（52）5051

▲

東和総合支所☎ 0220（53）4111

▲

中田総合支所☎ 0220（34）2311

▲

豊里総合支所　☎ 0225（76）4111

▲

米山総合支所☎ 0220（55）2111

▲

石越総合支所☎ 0228（34）2111

▲

南方総合支所☎ 0220（58）2111

▲

津山総合支所☎ 0225（68）3111

ダ
ー
石
井
洋よ

う

子こ

氏

【
対
象
者
】中
学
生
以
上

【
参
加
費
】無
料

【
申
し
込
み
】左
記
二
次
元
コ
ー
ド

先
の
フ
ォ
ー
ム
か
、電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】佐
沼
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会（
迫
公
民
館
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
２
４

住宅入居者を募集

　
市
営
住
宅

▶迫梅ノ木住宅2号棟304号(Ｓ61年築)

　住所＝迫町佐沼字八幡一丁目6番地1

　募集戸数＝1戸（3階・3ＬＤＫ）

　家賃月額＝1万9,400円～3万8,200円 

　駐車場契約なし

▶中田本町住宅3号(Ｈ5年築)

　住所＝中田町石森字本町73番地

　募集戸数＝1戸（2 階建て長屋・3ＤＫ）

　家賃月額＝1万8,200円～3万5,800円

　駐車場利用は1台のみ（別途2千円）

▶石越舘前住宅7号(Ｈ14年築)

　住所＝石越町南郷字舘前176番地12

　募集戸数＝1戸（1階建て長屋･1ＬＤＫ）

　家賃月額＝8,300円～1万6,400円

　駐車場利用は1台のみ（別途2千円）

※入居資格・要件などの詳細は、住宅都市整備課または

各総合支所市民課備え付けの募集要項を確認ください

【申込期限】11月４日（火）※期限厳守・郵送不可

【申し込み】各総合支所市民課、住宅都市整備課

【問い合わせ】建設部住宅都市整備課（住宅係）

☎0220（34）2316

◇今月から迫定住促進住宅の随時募集を開始します◇

※随時募集中の定住促進住宅（迫・中田・東和・豊里・石

越）に入居を希望する人は、問い合わせください

経
理
の
知
識
・
技
能
を
取
得

受
講
生
を
募
集

登
米
市
で
新
た
な
出
会
い
を

婚
活
交
流
イ
ベ
ン
ト
開
催

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

出
前
講
座
の
参
加
者
募
集

自衛官を募集します

募集課目 募集定員 応募資格 受付期限 試験日

陸上自衛隊
高等工科
学校生徒

推薦
150人 令和８年４

月１日現在、
15歳以上17
歳未満の男
子

11月28日（金）
令和８年１月10日（土）～12
日（月）の指定された日

一般
200人

令和８年１月

15 日（木）

【１次】令和８年１月24日（土）、
25日（日）の指定された日

【２次】令和８年２月12日（木）
～15日（日）の指定された日

※高等工科学校の詳細は、下記まで問い合わせください

【問い合わせ】自衛隊宮城地方協力本部登米地域事務所　☎ 0220（34）2244

出前講座参
加申し込み
フォーム

リビング仙
台Ｗｅｂイ
ベントペー
ジ



20

月
８
日（
月
）

※
休
止
期
間
中
は
各
総
合
支
所
窓

口
で
証
明
書
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
戸
籍
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

税
金
は
、教
育
、保
健
衛
生
、上

下
水
道
、産
業
、警
察
、消
防
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
使

わ
れ
て
お
り
、暮
ら
し
を
支
え
る

大
切
な
財
源
で
す
。

　

県
と
市
町
村
は
、税
金
を
公
平

に
収
め
て
い
た
だ
く
た
め
、11
、12

月
を「
宮
城
一
斉
滞
納
整
理
強
化

月
間
」と
し
て
、滞
納
者
に
対
す
る

徴
収
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

　

期
間
中
、滞
納
者
に
対
し
、文
書

催
告
や
勤
務
先
、取
引
先
な
ど
へ

の
財
産
調
査
、自
宅
な
ど
の
捜
索
、

預
貯
金
、給
与
、不
動
産
な
ど
の

差
し
押
さ
え
、自
動
車
の
タ
イ
ヤ

ロ
ッ
ク
な
ど
徴
収
対
策
を
集
中
し

て
実
施
し
ま
す
。税
金
は
納
期
限

ま
で
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】▼
県
東
部
県
税
事

務
所
登
米
地
域
事
務
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
４

▼
宮
城
県
総
務
部
税
務
課（
納
税
班
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
３
２
６

▼
総
務
部
税
務
課（
徴
収
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

ん
に
伝
え
る
た
め
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
放
送
と
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
で
情
報
伝
達
試
験
を
実
施
し

ま
す
。緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
の
放
送

は
、音
量
つ
ま
み
の
設
定
に
関
わ
ら

ず
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】11
月
12
日（
水
）午
前
11
時

●
令
和
７
年
度
原
子
力
防
災
訓
練

　

市
で
は
、女
川
原
子
力
発
電
所

で
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
備

え
、県
と
連
携
し
て
原
子
力
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。訓
練
は
原

子
力
災
害
対
策
を
重
点
的
に
実
施

す
べ
き
地
域（
豊
里
町
、津
山
町
）

で
、広
報
訓
練
や
屋
内
退
避
訓
練

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。当
日
は
、市

内
全
域
に
お
い
て
防
災
メ
ー
ル
を

配
信
す
る
訓
練
を
実
施
し
ま
す
の

で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
日
時
】11
月
15
日（
土
）午
前
８
時

30
分
～
午
後
１
時
15
分
頃

●
共
通
事
項

※
い
ず
れ
も
災
害
発
生
な
ど
に
よ

り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】総
務
部
防
災
危
機

対
策
室（
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
９
３

　

シ
ス
テ
ム
移
行
に
伴
い
、コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
ま
す
。

【
休
止
期
間
】11
月
25
日（
火
）～
12

情
　
報
　
広
　
場

　

消
防
本
部
で
は
、幼
年
期
か
ら

防
火
の
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け

て
も
ら
う
た
め
、自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
宝
く
じ
助
成
を
活
用
し
て
、

宮
太
鼓
や
締
太
鼓
な
ど
の
幼
年
消

防
用
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
を
、認
定
こ
ど

も
園
白
鳥
こ
ど
も
園
へ
寄
贈
し
ま

し
た
。各
種
イ
ベ
ン
ト
や
防
火
思
想

の
普
及
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】消
防
本
部
予
防
課

（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

●
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
緊
急
情
報
伝
達

試
験

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）か
ら
送
ら
れ
る
武
力
攻
撃

な
ど
の
緊
急
情
報
を
確
実
に
皆
さ

▲

迫総合支所☎ 0220（22）2111

▲

登米総合支所☎ 0220（52）5051

▲

東和総合支所☎ 0220（53）4111

▲

中田総合支所☎ 0220（34）2311

▲

豊里総合支所　☎ 0225（76）4111

▲

米山総合支所☎ 0220（55）2111

▲

石越総合支所☎ 0228（34）2111

▲

南方総合支所☎ 0220（58）2111

▲

津山総合支所☎ 0225（68）3111

　
「
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
」

は
、納
付
書
に
印
刷
さ
れ
た
二
次

元
コ
ー
ド
な
ど
を
使
い
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
市
税
を

支
払
う
こ
と
が
で
き
る
サ
イ
ト
で

す
。支
払
い
は
、現
金
、口
座
振
替
、

ス
マ
ホ
決
済
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
な
ど
が
利
用
可
能
で
す
。

【
対
象
税
】市
税（
個
人
市
県
民
税
、

固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
、国
民

健
康
保
険
税
、水
利
地
益
税
）

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】総
務
部
税
務
課

（
納
税
係
）

お
知
ら
せ

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
納
税

地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト

宝
く
じ
の
助
成
事
業

鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
を
購
入

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

休
止
し
ま
す

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

滞
納
整
理
強
化
月
間

宮城県最低賃金の改正について

　県内の事業場で働く全ての労働者（臨時、パー

ト、アルバイトなどを含む）に適用される最低賃

金は、下記のとおり改正されました。

【時間額】1,038円

【効力発生日】令和７年10月４日

【問い合わせ】宮城労働局賃金室

☎ 022（299）8841
賃金引き上
げの支援策

緊
急
事
態
に
備
え
て

試
験
・
訓
練
の
お
知
ら
せ
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情
　
報
　
広
　
場

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物（
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
）で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
お
よ
び
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
は
、国
の
水
質
管
理
目
標

設
定
項
目
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。市
で
は
令
和
３
年
度
か
ら
原

水（
浄
水
処
理
前
の
水
）や
浄
水
を

定
期
的
に
検
査
し
て
お
り
、こ
れ

ま
で
に
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
お
よ
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
は
一
度
も
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ

ん（
定
量
下
限
値（
１
㍑
当
た
り
５

㌨
㌘
）未
満
）。安
心
し
て
水
道
水

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
検
査
結
果
は
上
下
水
道
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】上
下
水
道
部
水
道

施
設
課（
水
道
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
２

▲

迫総合支所☎ 0220（22）2111

▲

登米総合支所☎ 0220（52）5051

▲

東和総合支所☎ 0220（53）4111

▲

中田総合支所☎ 0220（34）2311

▲

豊里総合支所　☎ 0225（76）4111

▲

米山総合支所☎ 0220（55）2111

▲

石越総合支所☎ 0228（34）2111

▲

南方総合支所☎ 0220（58）2111

▲

津山総合支所☎ 0225（68）3111

水の里ホール・Abebisou（登米祝祭劇場）

11月のイベント情報

日程 内　容 問い合わせ 

10/31㊎
～ 11/3㊊

（祝）

◉第26回登米市美術協会展

　【時間】午前10時～午後4時30分

　　　　最終日は午後3時まで

　【会場】小ホール　【入場料】無料

水の里ホール・

Abebisou

☎ 0220（22）0111

11/2㊐
◉登米高校吹奏楽部 第28回定期演奏会

　【開演】午後1時30分　【会場】大ホール　

　【入場料】無料（要整理券）

登米高校

☎ 0220（52）2670

11/8㊏

◉新作シネマ上映会（➊国宝➋クレヨンしん

ちゃん➌キミとアイドルプリキュア♪）

　【開演】➊午前10時➋午後1時40分

　➌午後4時10分　【会場】大ホール　

　【入場料】一般1,300円（友の会割引あり）

　大学・高校生1,000円、中学生～3歳800円

　※2歳以下無料

水の里ホール・

Abebisou

☎ 0220（22）0111

11/9㊐

◉創作舞踊千代乃会舞踊コンサート

　「はんなりの舞 其の五」

　【開演】午後1時30分　【会場】大ホール

　【入場料】指定3,000円

創作舞踊千代乃会

（浅野）

☎ 090（7522）3931

11/15㊏
◉第31回登米市合唱祭

　【開演】午後1時　【会場】大ホール

　【入場料】無料（要整理券）

登米市合唱連盟

☎ 0220（58）2028

11/16㊐

◉はさま吹奏楽団　第38回定期演奏会

　まちの音楽会

　【開演】午後1時30分　【会場】大ホール

　【入場料】500円　※小学生以下無料

同楽団

☎ 090（8610）4461

11/21㊎
22㊏

◉劇団どんちょうの会　第72回演劇公演

　「ザ・シェルター」「晴れの日」

　【開演】21日＝午後7時

　　　　22日＝午後2時、午後7時

　【会場】小ホール

　【入場料】大人2,000円、高校生以下500円

劇団どんちょうの

会

☎ 0220（34）2338

11/23㊐
（祝）

◉宮野浅太郎アンコール公演

　チャリティーショー

　【開演】午前9時40分　【会場】大ホール

　【入場料】1階指定3,000円、2階自由2,500円

同実行委員会

☎ 090（3983）3753

11/29㊏
◉登米市社会福祉協議会　福祉のつどい

　【開演】午後1時30分

　【会場】大ホール　【入場料】無料

同協議会

☎ 0220（21）6310

11/30㊐

◉劇団ドリーム☆キッズ

　ミュージカルレッスン体験会

　【開始】午前10時　【会場】小ホール

　【参加費】無料（要申し込み）

水の里ホール・

Abebisou

☎ 0220（22）0111

11/30㊐

◉登米総合産業高校吹奏楽部

　第8回定期演奏会

　【開演】午後1時30分　【会場】大ホール

　【入場料】500円（当日券のみ）

登米総合産業高校

☎ 0220（34）4666

水
道
水
の
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
に
つ
い
て

※休館日は、4日、10日、17日、24日です　
※入場料は前売り価格です
※文化・教育関連のイベントを中心に掲載しています

上 下 水 道 部
ホームページ

（水道水にお
ける有機フッ
素化合物）

地方税お支払
いサイト

令和７年分年末調整等関連サイト

【問い合わせ】佐沼税務署　☎0220（22）2501

　

令
和
７
年
分
年
末
調
整
に
つ
い

て
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
➊
11
月
26
日（
水
）、
➋
27

日（
木
）／
両
日
午
後
２
時
～
４
時

【

場

所

】
➊

水
の
里
ホ
ー
ル
・

A
bebisou

（
登
米
祝
祭
劇
場
）小

ホ
ー
ル
➋
迫
公
民
館
２
階
大
会
議
室

【
受
講
料
】無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】登
米

法
人
会

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
６
１
７

登
米
法
人
会

年
末
調
整
実
務
研
修
会

年末調整が
よくわかる
ページ

源泉所得税の
納付手続き

（キャッシュ
レス納付）

所得税の基
礎控除の見
直し等

0220-23-8688下田中53番地8
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情
　
報
　
広
　
場

　

道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
の
枝

葉
は
、事
故
を
招
く
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。こ

れ
ら
が
原
因
で
交
通
事
故
な
ど
が

起
き
た
場
合
は
、樹
木
が
生
え
て

い
る
土
地
の
所
有
者
が
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

伐
採
や
枝
払
い
を
す
る
な
ど
適
切

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】建
設
部
建
設
総
務

課（
道
路
河
川
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５

　

気
仙
沼
線「
前
谷
地
駅
～
柳
津

駅
」間
で
、設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

た
め
、一
部
列
車
が
運
休
と
な
り

ま
す
。代
行
バ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、朝
夕
の
列
車
ま
た
は
Ｂ
Ｒ

Ｔ
を
利
用
く
だ
さ
い
。

【
運
休
日
】11
月
４
日（
火
）～
７
日

（
金
）（
計
４
日
間
）

【
運
休
列
車
・
運
休
区
間
】▼
下
り

＝
前
谷
地
10
時
59
分
発
→
柳
津
11

時
21
分
着（
小
牛
田
～
前
谷
地
駅

間
は
通
常
運
転
）／
前
谷
地
13
時

00
分
発
→
柳
津
13
時
22
分
着
▼
上

り
＝
柳
津
11
時
30
分
発
→
前
谷
地

11
時
51
分
着
／
柳
津
13
時
30
分
発

→
前
谷
地
13
時
50
分
着（
前
谷
地

～
小
牛
田
駅
間
は
通
常
運
転
）

【
問
い
合
わ
せ
】Ｊ
Ｒ
東
日
本
お
問

い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー　

☎
０
５
０（
２
０
１
６
）１
６
０
０

【
開
催
日
】11
月
16
日（
日
）

【
場
所
】迫
公
民
館

【
申
込
方
法
】「
み
や
マ
リ
！
」公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
お
よ
び

入
会
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

【
申
込
期
限
】11
月
14
日（
金
）

【
登
録
料
】１
万
１
千
円（
２
年
間

有
効
・
20
歳
代
は
半
額
）

※
必
要
書
類
な
ど
、詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】み
や
ぎ
結
婚
支
援

セ
ン
タ
ー「
み
や
マ
リ
！
」

☎
０
２
２（
７
９
７
）３
０
８
３

　

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、住

所
や
氏
名
・
名
称
の
変
更
登
記
が

義
務
化
さ
れ
、不
動
産
の
所
有
者

は
、住
所
等
の
変
更
の
日
か
ら
２

年
以
内
に
変
更
登
記
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。義
務
化
前
に
住

所
等
を
変
更
し
て
い
た
場
合
も
、

令
和
10
年
３
月
末
ま
で
に
登
記
の

申
請
が
必
要
で
す
。

　

簡
単
・
便
利
な「
ス
マ
ー
ト
変
更

▲

迫総合支所☎ 0220（22）2111

▲

登米総合支所☎ 0220（52）5051

▲

東和総合支所☎ 0220（53）4111

▲

中田総合支所☎ 0220（34）2311

▲

豊里総合支所　☎ 0225（76）4111

▲

米山総合支所☎ 0220（55）2111

▲

石越総合支所☎ 0228（34）2111

▲

南方総合支所☎ 0220（58）2111

▲

津山総合支所☎ 0225（68）3111

Ｊ
Ｒ
東
日
本

列
車
運
休
の
お
知
ら
せ

登
記
」を
利
用
す
る
と
、今
後
住
所

等
の
変
更
が
あ
っ
た
際
に
、法
務

局
で
変
更
登
記
を
し
ま
す
。

※
詳
細
や
出
前
講
座
の
依
頼
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】仙
台
法
務
局
登
米

支
局

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０

　

10
、11
月
は「
麻
薬
・
覚
醒
剤
・
大

麻
乱
用
防
止
運
動
」期
間
で
す
。薬

物
乱
用
は
本
人
だ
け
で
な
く
家
族

や
友
人
も
不
幸
に
し
ま
す
。「
ダ

メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」を
合
言
葉
に
、薬

物
乱
用
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。　

【
問
い
合
わ
せ
】県
石
巻
保
健
所 

登
米
支
所
・
登
米
地
区
薬
物
乱
用 

防
止
指
導
員
協
議
会

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
０

　

生
活
保
護
の
利
用
に
困
難
を
抱

え
る
人
の
相
談
に
弁
護
士
が
対
応

し
ま
す
。

【
日
時
】11
月
26
日（
水
）午
前
10
時

～
午
後
８
時

【
相
談
受
付
電
話
番
号
】

☎
０
１
２
０（
１
５
８
）７
９
４

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

【
問
い
合
わ
せ
】仙
台
弁
護
士
会

☎
０
２
２（
２
２
３
）２
３
８
３

　　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、本
来
大

人
が
担
う
と
さ
れ
る
家
事
や
家
族

の
世
話
な
ど
を
日
常
的
に
し
て
い

る
子
ど
も・
若
者
の
こ
と
で
す
。責

任
や
負
担
の
重
さ
に
よ
り
、学
業
や

法務省ホー
ムページ（ス
マート変更
登記）

危
険
な
薬
物
は
買
わ
な
い
、

使
わ
な
い
、関
わ
ら
な
い

結
婚
希
望
者
を
支
援

み
や
マ
リ
！
出
張
登
録
会

全
国
一
斉

生
活
保
護
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

約
４
７
２
万
円
以
下

※
そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
を
全
て
満

た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す

【
請
求
手
続
き
】
➊
新
た
に
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
を
受
け
取

る
人
＝
対
象
者
に
は
、日
本
年

金
機
構
か
ら
９
月
１
日
以
降

に
、請
求
可
能
な
旨
の
お
知
ら

せ
を
送
付
し
ま
す
。同
封
の
は

が
き（
請
求
書
）に
記
入
し
提
出

し
て
く
だ
さ
い
➋
年
金
を
受
給

し
始
め
る
人
＝
年
金
の
請
求
手

続
き
と
併
せ
て
年
金
事
務
所
か

各
総
合
支
所
市
民
課
で
請
求
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】

▼
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
）４
０
９
２

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

ね
ん
き
ん
だ
よ
り

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

制
度
に
つ
い
て

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

は
、公
的
年
金
等
の
収
入
や
そ

の
他
の
所
得
額
が
一
定
基
準
額

以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を

支
援
す
る
た
め
に
、年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
。受
け
取
り
に
は
請
求
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

【
対
象
者
】
➊
老
齢
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
＝
65
歳
以

上
・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民

税
が
非
課
税
・
年
金
収
入
額
と

そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が
約

89
万
円
以
下
➋
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
＝
前
年
の
所
得
額
が

相
　
　
談

知
っ
て
く
だ
さ
い

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
こ
と

住
所
・
名
前
が
変
わ
っ
た
ら

必
ず
変
更
登
記
を

道
路
に
張
り
出
し
た

樹
木
や
枝
葉
は
伐
採
を
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ハローワークはさま発行求人情報
ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載

掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です

　　

ご
寄
付
い
た
だ
き
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
８
月
受
納
）

●
医
療
法
人
社
団
恭
謹
会
上
杉
皮

膚
科
医
院
様
／
東
和
小
学
校
用
書

架
、多
目
的
書
架
、ジ
ョ
イ
ン
ト
マッ
ト

●
一
般
社
団
法
人
日
本
道
路
建
設

業
協
会
様
／
簡
易
設
置
型
授
乳
室

お
よ
び
授
乳
チ
ェ
ア

●
株
式
会
社
オ
ー
ツ
ー
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
様
、ユ
ニ
・
ケ
ア
ー
株

式
会
社
様
／
市
内
小
中
学
校
用
・

保
健
衛
生
用
品
１
１
１
３
個

※
寄
付
に
つ
い
て
は
、市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】総
務
部
総
務
課

（
財
産
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

▲

迫総合支所☎ 0220（22）2111

▲

登米総合支所☎ 0220（52）5051

▲

東和総合支所☎ 0220（53）4111

▲

中田総合支所☎ 0220（34）2311

▲

豊里総合支所　☎ 0225（76）4111

▲

米山総合支所☎ 0220（55）2111

▲

石越総合支所☎ 0228（34）2111

▲

南方総合支所☎ 0220（58）2111

▲

津山総合支所☎ 0225（68）3111

寄
　
　
付

11月の納税

納期限／12月１日（月）

警察署からのお知らせ
日没時間が早まるこの時期は、夕方から夜間にかけて交通事故

が増加します。ドライバーは早めのライト点灯、歩行者は反射

材を身につけ、安全確認を徹底して交通事故を防ぎましょう。

市内の交通事故発生状況
（令和７年９月末現在）※佐沼・登米警察署調べ

Ｒ７ Ｒ６ 増減数

人身事故
発生件数 38件 68件 ▲30件

死者数 ０人 １人 ▲１人

負傷者数 50人 82人 ▲32人

物損事故
発生件数 967件 895件 72件

※Ｒ7年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

固定資産税・・・・・・４期

国民健康保険税・・・・６期

介護保険料・・・・・・６期

後期高齢者保険料・・・５期
忘れずに納めましょう

納税は便利な口座振替で

11月9日から15日は、秋の全国火災予防運動が実施
されます。火災が起こりやすい時期です。命と財産
を守るため、日頃から火災予防に努めましょう。

９月の災害件数

　　　  火災　 救急　 救助
            1件      288件    1件

（2,902件） （22件）

330件

令和７年
累計

1件前年同月 2件

（24件）

登米市の人口・世帯数
（令和７年９月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計　　（前月比）

迫 7,777 9,161 9,580 18,741 （▲19）

登米 1,718 1,997 2,175 4,172 （▲11）

東和 2,164 2,569 2,604 5,173 （▲19）

中田 5,293 7,132 7,357 14,489 （▲18）

豊里 2,154 2,900 2,956 5,856 （1）

米山 2,767 3,895 3,960 7,855 （▲16）

石越 1,451 2,040 2,011 4,051 （▲8）

南方 2,721 3,789 3,937 7,726 （▲17）

津山 1,089 1,287 1,433 2,720 （▲3）

合計 27,134 34,770 36,013 70,783 （▲110）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

友
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　幼い頃から、見たことがない服や帽子を身に着
けた人の大きな写真が自宅に飾られていた。「この
人は誰なの」と祖父に聞くと、「昔、戦争で亡くなっ
た、大おじさんだよ」と教えられたが、戦争が何な
のか、その時は詳しく分からなかった――。
　終戦から80年の節目となった８月15日、日本
武道館で開かれた「令和７年度全国戦没者追悼式」
で、藤原さんが、献花者に花を手渡す献花補助者を
務めた。戦没者の甥の孫に当たることから、宮城県
連合遺族会から選出された。式への参列が決まっ
たことをきっかけに、家族に聞いたり、絵本を読ん
だりして、戦争について調べ始め、「人が亡くなっ
たり、原爆という大きな爆弾が落ちたりする『戦
争』って本当に嫌だと感じました」と口にする。

　全国戦没者追悼式では「全世界で戦争がなく、み
んなが安心して仲良く暮らせますように」と願い
を込め、献花者に菊の花を渡した。国務大臣の担当
に割り当てられ、最初は不安だったが「衆議院議員
の小泉進

しん

次
じ

郎
ろう

さんに花を渡した時に『ありがとう』
と言われ、緊張がほぐれてしっかり務めることが
できた」と安心した表情を見せた。９月６日に開か
れた迫町戦没者追悼式にも参列し、少年少女代表
として追悼の言葉を述べて、白い折り鶴を捧げた。
　戦争の悲しさを改めて感じ、「戦争は絶対にして
はいけないし、忘れてはいけない。ほかの国の人
と仲良くしてほしい。私はほかの国の人と友達に
なって、一緒に遊んだり勉強したりして、仲良くし
たいです」と真っすぐな目で語った。

と きめ 人 き
Tokimeki bito

戦後80年
平和への願いを
花に込める

Profile
　新田小３年。４人兄弟の

長女として、妹や弟と一緒

に体を動かして遊ぶのが大

好き。保育園でのリズム遊

びをきっかけに、歌を歌っ

たり、ピアノを弾いたりす

る事が好きになった。将来

の夢は保育士。

迫町・山ノ神

藤原 優奈さん
ふじわら　ゆいな
2017年生まれ

全国戦没者追悼式に参列し

た、迫町遺族会の皆さん。


